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「アマミキヨ」：iIiWilM創世神話における琉球開關（かいびやく）のﾈ111.

天帝から土、木、草を授かり琉球列島を創造したとされる。

解説内問責士(ＣＯＥ事務局）

題字盛百合(ＣＯＥ事務局）
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アジア太平洋域における連携教育と共同研究の発展

拠点リーダー十尾誠

２１世紀ＣＯＥプログラムの５年間の活動がゴ

ールに近づいています。最終年度はまとめの

年度であると同時に新たな門出の準備のため

の一里塚でもあること、および終了後は大学

独自での活動を継続させ、一層その特徴を明

確にした教育研究活動の推進が求められてい

ること、などを繰り返し述べてきました。今

後を見据えて今までの活動の反省をしなけれ

ばなりません。

ＣＯＥプログラムとは活溌なレベルの高い研

究活動に裏付けられた若手研究者を育成する

教育プログラムです。また国際』性を強く打ち

出したプログラムであることも重要と言われ

てきました。これらは今後申請するグローバ

ルＣＯＥプログラムにおいてはさらに強調され

ています。

私たちは国際的な活動として、共同研究の

推進、留学生の受け入れ、国際シンポジウム

の開催などを進めてきました。教育活動とし

ての成果は長い目で見ながら評価を与える必

要がありますが、短期的にも若手の皆さんの

成長する様子をうかがい知ることにより私た

ちの活動を振り返るきっかけになります。４

回開催した国際サマープログラムは比較的良

い評価をいただいているようです。国内外か

らの参加者は相互に刺激を受け、着実に成長

しています。サマープログラムに参加した複

数のメンバーが本学の大学院に入学し、勉学

に励んでいます。２ヶ月間という期間はかな

り長いという気もしますが、参加者にとって

見れば刺激的で大きな成長のためのヒントを

得た期間であったでしょう。

国際交流はその意味や目的を明確にしなけ

れば充実したものにはなりません.アジア太

平洋域との連携を目指した琉球大学の交流計

画は明確な目的を有しています。沖縄と共通

の環境･課題を有するアジア太平洋地域において、

自然科学の多様なテーマを研究し、真理を探

究して科学に関わる楽しさを後輩に伝授し、

その成果を環境問題の解決のために貢献する

ことは極めて重要な課題です。従ってこれら

の地域の大学や研究機関と連携して教育活動

や共同研究を進めることには大きな意味があ

ります。私たちに対する期待が大きいことも

事実です。

近年、国際的に連携した教育プログラムの

議論が盛んに行われています。私たちが今後

の活動を考える際に参考にすべきプログラム

は幾つかあります。エラスムス・ムンドゥス・

プログラムは欧州連合が実施している修士課

程の大学院生に対する共同教育プログラムで

あり、多くの大学が連携したコンソーシアム

が形成されており、大学院生たちが充実した

教育を受けています。１０数年に及ぶパイロッ

トプログラムを実施した後、本格的な活動が

開始されたようですが、ヨーロッパ諸国の教

育に対する意気込みが感じられます。ダブル

ディグリープログラムやジョイントディグリ

ープログラムも多くの国々で進められようと

しています。国内でも幾つかの大学がすでに

実施しており、その成果が期待されています。

私たちのプログラムでは毎年70～80名のメ

ンバーが、大きなチームにまとまることも一

つの目的として活動してきました。その雰囲

気は確認できるようになったと思うのは些か

自惚れているでしょうか。昨今、より学際的

な学問の発展が期待されています。複数の学

問分野の研究者が議論を交わし、新しい教育

プログラムを作ることにより学際的な学問分

野の構築が可能になります。今後さらにこの

大きな課題の解決に向けて、琉球大学の教育

研究活動の特徴を一層明確にするために努力

したいものです。
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プログラムの実施報告第４回ＣＯＥ国際ザマ￣－

新垣誠司（COE研究員）

このほか、中野義勝氏（熱帯生物圏研究セ

ンター瀬底実験所）、渡久山章琉球大学名誉

教授に協力いただき、それぞれ備瀬海岸にお

けるサンゴと海草の共存、沖縄各地の河川に

おける栄養塩や金属の状態に関する講義をし

ていただいた。

はじめに

琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラムは、２００８

年６月１７日から８月１５日までの２ヶ月間、西

原キャンパスを拠点として国際サマープログ

ラムを開催した。第４回目となる今回は、海

外（アメリカ、イスラエルタンザニア）か

ら招聰講師３名と大学院生４名を迎え、本学

からも大学院生５名が参加し、琉球列島に存

在する多様な生態系の機能や相互の関連につ

いて、物質循環の視点から研究に取り組んだ。

特に、陸と海をつなぐ河川生態系と多彩な生

態系が混在する沿岸生態系に着目して活動した。
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プログラムの概要

オーガナイザーとして土屋誠、大森保、藤

村弘行（いずれも理学部）、および新垣が企

画と運営を担当した。

期間の前半は、調査地の下見と研究計画に

多くの時間をあて、参加者の間で熱心な議論

が展開された。また、招聰講師による講義も

前期に集中しておこなわれた。招聰講師と講

義内容は次のとおりである。

ProfRobertHRichmond(UniversityofHa-

waii,USA）

LWatershedsandcoralreefs：

Conservationscience，policyandimple-

mentation

２.Reproductionandrecruitmentincorals：

Criticallinksinthepersistenceofreefs

aValuationofcoralsandcoralreefs

ProfZvyDubinsky(BarllanUniversity,Is-

rael）

LTheunderwaterlightfieldandaquatic

photosynthesis

２.Nutrientandenergyfluxesincorals

Dr・ProsperMfninge(UmversityofDaresSaa-

1am,Tanzama）

LEstuarianeprocessesandfunctionｓ

２．Ｔｈｅlinks/interactionsbetweenterres‐

trialandthecriticalmarinehabitats(man-

grove,seagrassesandcoralreefs）

鋲
鈩が
宛

源河川河口の観察会

Dubinsky教授を交えて研究計画について議論する参加

者たち

中盤以降は、成果発表会の直前まで野外調

査と実験を精力的におこなった。最終日の８

月１５日には、成果発表会がおこなわれ、その

後ひらかれた修了式では、岩政輝男学長から

参加者一人一人に修了証書が手渡された。

研究について

今回のサマープログラムは、沖縄島の河川

と備瀬海岸をフィールドに２つのプロジェク

トを柱とした。それぞれ森林一河川一沿岸、

砂浜一海草藻場一サンゴ礁を三位一体のシス

テムとしてとらえ、その成り立ちと多様な機

－３－



能を明らかにするための取り組みがなされた。
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備瀬海岸でのチャンパー実験：干潮時の砂浜へチヤン

バーを設置（上）、満潮時に海草域のチヤンバーから
採水（下）

報得川の水質測定：昼間（上）、夜間（下）
また、2005年度にＣＯＥの設備として導入さ

れた湿式自動化学水質分析装置（QuAAtro）

は、両プロジェクトを通じて大活躍であった。

短時間に多くのサンプルを処理できるため、

効率よく分析を進めることができた。

参加者は、期間中に得られたデータを取り

まとめ、２グループに分かれて成果発表をお

こなった。各グループの内容と担当者は、次

のとおりである。

GroupLBiological，chemicalandphysical

characteristicsofriversystemsintheOkina-

walsland

LIntroduction(OMyint）

2.SitesanddiurnalvariationofthechFlmical

andphysicalaspectsintheriversystem(L

Mimura）

3．Biological，chemicalandphysicalcharac-

teristicsofOkinawanrivers(ＳU1omi）

4.Occurrenceoftotalandfecalcoliformbac-

teriainOkinawanrivers(BSekadende）

Group２．Ecologicalrelationshipandbiogeo-

chemicalcyclesinBiseReef,Okmawa

LRecoveryofphotosyntheticactivityunder

stressconditions(LCohen）

2.ＧｒｏｗｔｈｄｙｎａｍｉｃｓｏｆＭ､ｄｉｇｉｍｍｉｎｔｈｅＣｏ－

ｒａｌｒｅｅｆａｎｄtheseagrassbeds（SKoren）

河川プロジェクトは、自然林の残る沖縄島

北部の源河川、および人工的な環境に囲まれ

た南部の報得川と国場川で、定期観察や24時

間観察によって栄養塩や溶存酸素などの時空

間変化を明らかにした。そのほか、落ち葉の

分解速度を調べる実験やバクテリア、底生微

細藻類、流下有機物、底生巻貝類の定量調査

をおこない、河川ごとの特徴と違いについて

考察した。

備瀬海岸は、砂浜、海草藻場、サンゴ礁な

どの異なる環境が連続的に分布し、流入河川

がないといった特徴を持っている。備瀬プロ

ジェクトでは、簡易式チャンバーを用いて、

流入地下水や海草。サンゴなどの底生生物が

沿岸域の物質循環に与える影響を複数の環境

下で調べ、違いを明らかにした。そして、栄

養塩、アルカリ度、溶存態炭素などの測定結

果をもとに生物の活動と水質の変化について

考察した。そのほか、異なる環境下でのサン

ゴと海草の関係を調べた。

－４－



っており、サマープログラムで築かれた国際・

異分野間のネットワークを活かした今後の展

開が期待される。

一方で、課題も少なからず明らかになった。

今回、招聰講師の滞在期間が短く、十分な議

論ができなかったことは残念な点であった。

また、例年に比べると講義も少なく、物足り

なさを感じたかもしれない。その反面、研究

活動にかける時間を多く取ることができた点

は良かったと思う。研究と教育のどちらにウ

エイトを置くかで異なってくると思うが、効

果的な成果が得られるように、実験や講義な

ど様々な活動の時間配分を考慮する必要があ

るかもしれない。

今回、調査地までの移動にかなりの時間と

労力を費やした。研究・教育面へより集中で

きるロジスティクスが必要であろう。そして、

前回までの報告にも述べられていることだが、

今後もサマープログラムを継続する場合は、

これまでの経験から得られた良い点と悪い点、

運営上のノウハウをとりまとめて引き継いで

いく必要があると感じた。すでにおこなわれ

た４回分の蓄積を活用することで、より良い

プログラムに発展すると確信している。

最後に、参加者や講師の招聰手続きでは、

ＣＯＥ事務局の伊波さん、亀島さん、学術国際

部研究協力課の真栄城さん、盛さんの協力を

いただいた。生物事務室の玉城さんには実験

器具や消耗品の購入、および出張手続きに関

して協力していただいた。瀬底実験所のスタ

ッフの皆様には、施設利用の|際にお世話にな

った。また、源河川上流部・大温帯の平良農園、

備瀬地区の皆様には、敷地内での野外調査を

快諾していただいた。このように多くの方々

の支援のもとサマープログラムを無事終了す

ることができた。この場を借りてお礼を申し

上げたい。

3.Ecologicalrelationshipsandbiogeochemical

cyclesinBiseReef,Okinawa(K・KTakagi）

4．ｐＨ，alkalinityandcarbonproductionin

chamberexperiment(T・Higuchi）

５０utflowingwaterfromthesediment（K

Matoba）

現在、参加者が連携して、これらの成果を

取りまとめ、学術雑誌上での公表を目指して

いる。また、2009年３月にタヒチで開催され

る太平洋学術中間会議において４題の成果発

表をおこなう予定である。

'1噸
成果発表会の－コマ

サマープログラムを終えて

今回のサマープログラムは、教育、研究の

両面において成功だったと考える。

まず、教育面において、各参加者は、様々

な国のメンバーが共同で研究計画を練り、実

行することの難しさと楽しさの双方を体験す

ることができたと思う。また今回は博士課程

の参加者に加え、本学の修士課程や学部の学

生も積極的に参加した。彼らには多少難しい

面もあったと思うが、英語での議論、野外調

査や口頭発表などプログラムをこなすにつれ、

日々成長が見られた。早い段階でこうした経

験を積むことは、今後の研究活動に大きなプ

ラスになったのではないかと思う。

次に、研究面において、今回のサマープロ

グラムの特色の－つとして、化学系と生物系

のコラボレーションがあげられる。異なる分

野の研究者が集まり、共通のテーマに取り組

むことは、たいへん刺激的な経験であった。

多様性をテーマとする島#１１科学は、学際的研

究領域であり、個人でおこなえる研究の範囲

は限られる。サマープログラムをとおした異

分野間の交流は、研究促進に有効だと実感した。

今回のサマープログラムは終了したが、この

活動をベースにした共同研究がすでにはじま
修了式のあとの集合写真

（前列中央は岩政学長）

－５－
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ＣＯＥシンポジウム。ワークショップ実施報告

（６月～１２月）

国際ワークショッフ゜

BiodiversityandlnvasiveSpecies:Lessons

fromtheneighbouringregions

2008年１１月１日（10:00-18:00）

琉球大学法文学部講義棟

伊澤雅子（生態系の多様性研究グループ）

太田英利（種の多様性研究グループ）

会場風景

スピーカーには海外からハワイ、サモア、

イタリア、イギリス、シンガポール、韓国の

７名を迎え、琉球大学理工学研究科の大学院

生２名を加えた。提供された話題は生態系全

般の保全から、哺乳類、鳥類、両生爬虫類、

海洋生物に関するものまで多岐に及んだ。最

初に、ハワイにおける生態系全体の保全の取

り組みについてＤｒ,Yamamotoに紹介頂いた。

彼は音楽付の動画でハワイに特徴的な動植物

や自然景観を多く紹介し、我々はその美しさ

にしばしうっとりとなった。しかし、その後

からはＤｒ､Ｋｒausの外来性両生爬虫類の話題、

Dr・Keyの外来性ネズミ類の話題など琉球列島

にも共通する問題事例の紹介が続き、一気に

現実に引き戻される。続くＤｒ・Bertolinoのヌ

ートリアの話では、ただ１種の外来種でさえ

１度定着を許してしまうとその除去にいかに

多大な労力と経費がかかるかが示されＩ豐然と

なり、さらにＤｒ，Robertsonの侵略的外来性

哺乳類に関する深刻な事例の紹介が続いた。

弾丸のような英語で盛りだくさんに紹介され

たＤｒ、Ｎｇによる海棲外来種の事例からは、水

域での外来種防除の難しさを実感させられた。

生物多様性の保全の上で外来種問題の解決

が急務であることは衆目の一致するところで

ある。このＣＯＥの中でもいくつかの機会にこ

の話題を取り上げて来た。外来種問題は、対

象となる地域の特性によってその深刻さの度

合いが異なり、ある地域で複数の在来種を絶

滅に追いやっている外来種が、他の地域では

まったく問題視されていない場合もある。理

由はその土地その土地の地勢、地史、気候、

さらには在来生物群集の種組成、群集構造と

いった特性による影響が大きいためとされる。

特に、島|MiLであるか大陸であるか、温帯に位

置するか熱帯（亜熱帯）に位置するかといっ

た条件は、しばしば重要な影響要因と考えら

れる。

国内では2005年にいわゆる外来生物法が施

行され、本格的な外来種の防除が始まった。

しかし現実には、残念ながら対策が後手に回

ることも少なくなく、気がついた時には重要

な侵略的外来種の除去に多大な人的、経済的

コストを要する状態となっている事例が多く

見られる。

本ワークショップでは近隣の島lMIiL域を中心に

類似した問題を抱える海外の国や地域から外

来種の研究や対壜策に従事する専門家を招き、

それぞれの問題の要点や解決策などについて

話題を提供して頂いた。そして問題点の認識

を共有しつつ、本ＣＯＥプログラムに参加して

いる若手を中心とした研究者や一般参加者と

ともに、琉球列島の外来種問題解決へのヒン

トに繋がる議論を目指した。

巴

DrBertolino（左）とＤｒＮｇ（右）の講演
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ンで行なわれた赤いちゃんちゃんこに赤烏帽

子といういでたちでの伝統的な還暦祝いは、

海外からのスピーカーにはとりわけ人気を博し、

しばしカメラのフラッシュが止まなかった。

早旧凸訟日

匠

鍵
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蝋(i'i1''１！
DrRobertsonの講演での討論

その後休憩をはさんでＤｎＯｈの流1陽な日本語

によるプレゼンテーションがなされた。その

中で紹介された、原産地である大陸では稀少

種であったはずの種が人為的に島に持ち込ま

れて定着し大問題となった経緯は、多くの島

喚を抱える琉球列島を研究フィールドとする我々

にとって、ひとつの具体的な警鐘となった。

最後は本学の２名の大学院生によって、あま

り注目されない中で深刻化しつつある琉球列

島での外来性淡水魚の現況、そしてカメ類に

おける外来種との交雑を通した在来種個体群

内での遺伝的撹乱の事例が紹介された。

このように１日のワークショップとしては

異例とも言える９名ものスピーカーを迎え、

午前１０時から午後６時まで（１時間半の昼休

みを除いても）６時間半にも及ぶ長時間のワ

ークショップであった。総合討論では、さら

にDroRobertsonから総括的なまとめも提示

された。議論はつきず、その後に行われた懇

親会でも活発な議論が続けられた。海外から

のスピーカーのうちの３名は１０月末に那覇で

開催された外来性哺乳類に関する国際シンポ

ジウムへの出席者で、そのまま居残る形で本

ワークショップにご参加頂いた。それぞれの

研究者の高度な研究内容や研究哲学もさるこ

とながら、こうしたハードスケジュールにも

関わらず疲れもみせないバイタリティにも、

われわれは心から感服した。本ワークショッ

プの主旨に合わせ、上記国際シンポとは多少

なりとも異なる内容の講演を準備して下さっ

たこと、彼らを含む海外からのスピーカー諸

氏が皆、積極的にＣＯＥのポスドクや大学院生

と議論して下さったことなどには、特に感謝

申し上げたい。なおこの日は折しも土屋誠

ＣＯＥリーダーの６０才の誕生日で、レセプショ

懇親会の記念撮影：赤い装束は土屋誠COE

リーダー（本文参照）

ワークショップ終了から帰国までの間、海

外からの参加者は野外での動植物の観察、そ

して本ＣＯＥとの連携で展示や研究資料鬘データ

ベースの充実が進む本学資料館（風樹館）の

見学などを思い思いに楽しまれていた。翌日

に本学理学部の進化。生態学講座の研究室を

訪問頂いたＤｒ、ＫｅｙとＤｒ，Yamamotoは、オ

オコウモリの研究について博士研究員と議論

され、サモアのオオコウモリとの生態や保護

の現状などについて貴重なお話も伺うことが

できた。

以上のように今回の国際ワークショップは、

とりわけ本ＣＯＥに参加する大学院生や若手研

究者らにとって、極めて刺激的な議論、情報

収集の場となったと考えられる。これを契機

とした今後のさらなる国際ネットワークの強化、

関連する課題における研究の進展を期待したい。

動物飼育温室での議論（左から筆者、DrKey，中本博
士,Ｄｒ,Yamamoto）
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国際シンポジウム

沖縄の生物の未来
～生物多様性の島から環境を考える～

2008年１１月３日（13:00-17:10）
沖縄コンベンションセンター会議棟Ａ

の環境。生物調査の結果を、開放高校の生徒

達は沖縄島南部の弁ヶ嶽におけるリターの分

解と土壌動物相に関する調査の結果を紹介し

てくれた。会場からは調査方法や解析方法な

ど専門的な内容に関する質問や意見が出され

た他、それぞれの高校が立地条件を活かし、

身近な環境を題材にして活動に取り組んでい

ることや、足下の自然を純粋な目で観察して

いる高校生達の姿勢について評価する声が多

く聞かれた。

傳田哲郎（種の多様性研究グループ）

琉球列島は生物多様性の宝庫と言われながら、

１１月１日のワークショップで取り上げられた

外来種問題を始め、その現状と将来について

は懸念材･料が山積している。生物多様性の価

値に対する理解を地域社会が共有し、次世代

に継承していくためには、若い力と新しい発

想が必要である。本シンポジウムでは、将来

を担う高校生と研究者が一緒に沖縄の生物の

未来について語り合うことを目的とし、高校

生による研究発表、ＣＯＥ研究員等によるポス

ター発表、ならびに、研究者も交えてのパネ

ルディスカッションをおこなった。

１１月３日の文化の日、生憎の雨にもかかわ

らず、会場には200名近い参加者がつめかけた。

開会挨拶、主旨説明に続いておこなわれた高

校生の研究発表では、辺土名高校サイエンス

部（新|崎えみ。儀保まどか・比嘉瑞恵）、宮

古高校生物クラブ（洲鎌理恵・下地瑞姫・本

永明）、開邦高校科繧学部（大平洋美。町田美

由季）が話題を提供してくれた。
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会場からは多くの質問・意見が出された

蕊1h

ｍ

廟
』
｛
一
一
一
詮
ユ

＃

餌

■

hＬ

ユ

□

ポスターの前で熱心に議論する発表者と高校生
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引き続いて、研究の成果を一般にわかりや

すく伝えることを目的としたポスター発表が

おこなわれた。ポスター会場では、パネルデ

ィスカッションを次ぎに控えた高校生達が、

緊張も忘れてＣＯＥ研究員達の話に熱心に聞き

入っている姿が見られた。会場は熱気にあふれ、

ポスター発表の目的は十分達成できたように

思う。また、各高校の先生達が、生徒達を置

き去り（？）にして研究の話に熱中している

姿も印象に残った。今回参加していたいただ

いた城間篤先生（辺土名高校）、北村崇明先

生（宮古高校）、新城憲一先生（開邦高校）

￣

￣

肝
０
二

高校生による発表風景

辺土名高校の生徒達は、大宜味村及び周辺

の野鳥の分布について１９９３年と２００７年の調

査結果を比較し、ヤンバルクイナの分布域が

縮小して北部に追いやられている実情などに

ついて発表してくれた。続いて発表した宮古

高校の生徒達は宮古島に多く見られる湧水域

－８－



立場から考えたとき、ヤマモト博士が指摘さ

れた“先生のための教育プログラム”は非常

に重要な取り組みであると感じた。

をはじめ、現場の先生達の熱意が高校生の研

究活動を支えていることを、改めて感じさせ

られた一幕であった。

パネルディスカッションでは、ハワイ。カ

ウアイ大学のプライアンーヤマモト博士、韓国。

チェジュ大学のオーーホンシック博士、沖縄タ

イムスの中根学氏、琉球新報の外間聡氏、

COE研究員の新垣誠司博士から高校生の研究

発表についてコメントをいただいた他、高校

生達も加わって、身近な自然を地域で継承し

ていくことや、研究活動を継続していくこと

の重要性について意見が交わされた。

ＦＬＪｇ

鱸
ヤマモト博士のコメントに聞き入る高校生

パネルディスカッションの風景

ハワイで環境教育に携わっておられるヤマ

モト博士からは、小学校（身近な自然に触れる）、

中学校（調査方法を学ぶ）、高校（研究活動

をおこなう）と、段階を踏みながら環境教育

を展開していくことの重要性が指摘された。

同時に、子供達を指導する立場にある学校の

先生を教育するプログラムの必要性を強調さ

れていたように思う。近年、出前授業や科.学

教室など、理科教育支援を目的とした高校と

大学の連携が盛んにおこなわれているが、単

発的な企画で終わることも多いのではないだ

ろうか。“知の継承・活動の継続”を大学の

土屋リーダーから記念品贈呈

シンポジウムは、土屋誠ＣＯＥリーダーから

の記念品贈呈で幕を閉じた。シンポジウム終

了後、参加者から「…何よりも、参加してく

れた高校生のみなさんが楽しんでいて、ちょ

っと臆しながらも自分の意見を言える雰囲気

だったことが、よかったと思います」とのコ

メントが寄せられた。これはシンポジウムの

運営に関わったＣＯＥ関係者が一様に感じた印

象でもある。純粋で活力にあふれた高校生達

の姿に、未来への希望を感じた－日であった。

－９－



平成20年度ＣＯＥ宿泊研究会実施報告

大瀧丈二（広報担当）

平成２０年度ＣＯＥ宿泊研修会が２００８年１１月

３０日（日曜日）～１２月１日（月曜日）に、沖

縄県南城市佐敷町のウェルサンピア沖縄にて

開催された。事前登録参加者は教員１５名、

ＣＯＥ研究員および公募研究員６名、大学院後

期課程学生3名、研究協力課1名であったが、

さらに当日参加者が来場し、最終的な参加人

数は30名を超えるほどであった。

最初に、グループ。リーダーの日高道雄教

授（理学部）から遺伝子の多様性グループの

紹介があった。土屋誠教授（理学部。ＣＯＥリ

ーダー）の開会挨拶が遅れるという軽いハプ

ニングがあったが、場を和ませるポジティブ

な効果をもたらした。

のか？なぜ重要なのか？」と題した発表があ

った。太田教授は両生類・爬虫類の事例を紹

介しつつ、隠蔽種問題を論じた。広瀬教授は

形態に基づいた記載研究ができる人材育成の

重要性を強調した。続いて、酒井一彦准教授（熱

帯生物圏研:究センター）からは、「地球温暖

化によってサンゴ礁生物の高種多様性域は高

緯度にシフトするか？：同一プロトコールに

よる広域定量モニタリンングの必要性」と題

した発表があり、サンゴ礁環境調査を点では

なく面として行う重要性が指摘された。

生態系多様性グループからは、グループ。

リーダーの土屋教授によるグループ紹介を兼

ねた研究発表があった。引き続き、藤村弘行

助教（理学部）からは、「生物多様性におけ

る化学グループの成果」と題し、化学分析か

ら生体系をモニタ・評価する研究発表が行わ

れた。最後に、土屋教授による全体総括およ

び総合討壜論が行われた。

#蝋，

鶴

引き続き、徳田岳助教（分子生命科学研究

センター）からは「シロアリから深海エビまで：

共生系研究と今後の展望」と題した発表があり、

シロアリ研究はもちろん、深海調査の苦労談

や論文が受理されるまでの経緯などが話された。

大瀧丈二准教授（理学部）からは「楽しい研

究の話」と題し、哲学的な解釈とともに、チ

ョウの色模様の多様性および蛋白質配列の多

様性に関する発表があった。

全体として、若手研究者の活発な質疑応答

があり、学術的にもレベルの高いものとなった。

琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラムも最終年度と

なったため、最後の総合討論は予定より１時間

延長し、プログラムの方向性をまとめなおし、

成果を今後につなげるべく、様々なアイディ

アが討議された。その後、懇親会が開かれ、

研究者同士が交流を深めることができた。懇

親会後も深夜まで熱い討論が続いた。

…
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種多様性グループからはグループ・リーダ

ーの太田英利教授（熱帯生物圏研究センター）

からのグループ紹介があったあと、太田教授。

広瀬裕一教授（理学部）との共同発表として「隠

蔽種と見過ごされている種：どのくらいいる
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ボゴール農業大学、ディボネゴロ大学を訪問して

日高道雄（遺伝子の多様`性研究グループ）
誠（拠点リーダー）土屋

翌曰の１２月１０曰には、ディポネゴロ大学を

訪問するためジャカルタを発ちスマランに到

着した。空港には本学特別コースの修了生で

あるディアさん、ムナシクさんが迎えにきて

くれた。ホテルにチェックイン後、共同研究

のため－足先に訪れていた竹村明洋準教授と

合流し、早速大学を訪問し、学長をはじめと

する多くの方々と面談した。昼食後、デイポ

ネゴロ大学の紹介、博士課程の紹介とカリム

ンジャワでの臨海実験所の建設計画の話水産・

海洋科学部を構成する水産学科および海洋科

学科の研究活動、そしてフランスと進めてい

るダブルデイグリープログラムなどについて

パワーポイントを使って説明を受けた。サン

ゴ礁研究では、多様な、そして興味深い研究

が行われていた。水産学科の人たちは当然の

ことながら水産生物の増養殖に興味を持って

いる。我々の方では海洋生物生産学講座があ

るものの、水産増養殖プロパーの研究者は少

なく、増養殖の基礎となる生活史や生態学的

な研究が主であること、増養殖自体は国や県

の水産研究所で行われていることを理解して

もらうことが必要と感じた。その晩は学長主

催の夕食会に招待され、インドネシア料理を

楽しんだ。１１曰は午前中に、水産・海洋科学

部を訪問し、ジョイントディグリープログラ

ムについて議論した。ディポネゴロ大学とは

本年５月１曰に大学間学術交流協定（ＭＯＵ）

を結んでいるため、その傘のもとで、どのよ

うに学生交流および今後の共同研究を進めて

いくかを話し合った。今回の話し合いでは、

学生交流を進める方向で意見の一致を見たが、

共通カリキュラムの構築、それぞれの大学で

のジョイントディグリープログラム運営のた

めの組織作り（専攻の学務および事務）、そ

して学部内でのコンセンサス作りが必要であ

るので、両方の大学で担当者を決めて今後の

相談を進めることとなった。本学では、曰高、

竹村が、ディポネゴロ大学からはディアさん、

イィクさんが実務的な担当者となって今後カ

リキュラムや交換学生数など話し合っていく

こととした。

これらの話し合いの後、本学特別コース修

了生３名（デイア、イィク、ムナシク）が我々

2008年１２月９曰から１２曰にかけて土屋誠

（ＣＯＥ拠点リーダー）および曰高道雄がイン

ドネシアのボゴール農業大学およびディポネ

ゴロ大学を訪問した。ボゴール農業大学では、

先方から要請のあったサンドイッチプログラ

ム(ボゴール農業大学の博士前期課程学生１０名

が本学を訪問し、来年度後期に約半年問講義

を受講する)についての相談をするとともに、

本サンドイッチプログラムを将来的にジョイ

ントディグリープログラム(大学院教育の共同

実施制度で、学生は両大学連名の修士号を受

領する)に発展させる可能』性を話し合った。ま

たその話し合いに先立って、本年８月にサン

ドイッチプログラムの協議のために来沖され、

沖縄で亡くなられたアンゴロ氏の遺族への本

学からの支援金を水産・海洋科学部長にお渡

しした。水産・海洋科学部長と面談した後、

土屋誠教授が島蝿生態学と島のモデルとして

のサンゴ群体内での小動物の多種共存機構に

ついて講演を行った。本学の海洋科学特別コ

ースの修了生アジ君を含む約50名の学生、教

職員が聴講し、活発な質疑が行われた。その後、

国際交流課でサンドイッチプログラム担当の

ユスリ氏を交えて、サンドイッチプログラム

に関する話し合いを行った。会議終了後ボゴ

ール農業大学長にも面談する機会があった。

ボゴール農業大学では日本の大学で学位を取

得した教員が多く、彼らは流暢に曰本語を話す。

ジャカルタのホテルに戻った後、インドネ

シア政府の教育省で、学生交流のコーディネ

ータを務めるアベ氏から夕食の招待を受け、

学生交流や協同教育（ジョイントディグリー

プログラム）の進め方などについて意見交換

を行った。彼も、本学特別コースの修了生で

あり、ディポネゴロ大学から出向している。

インドネシア政府は、現在、ダブルディグリ

ープログラムなどの学生交流とともに若い

大学教員が学位を取得するように留学を支援

する体制を整えている。インドネシアでは博

士号をもつ大学教員がまだ少なく、インドネ

シア政府は博士号取得者を増やすことを緊急

の課題としている。本学にもこのような博士

号取得希望者を積極的に受け入れることが望

まれる。

－１１－
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をボロブドゥール寺院に案内してくれた。夕

食は土屋学部長が招待した。翌１２日の午前中

には、日高が「サンゴと他の刺胞動物の生活

史の多様性について」、竹村が「サンゴ礁魚

類のリズムについて上土屋が「サンゴガニ

類の生態について」講演を行った。イィクさ

ん夫妻に昼食をごちそうになった後、スマラ

ンをあとにした。

スマラン空港を立ちジャカルタのホテルに

到着後、アベさんから我々がインドネシアを

訪問していることを教えてもらったと、ジャ

ワ島東部のBrawijaya大学から二人の教員が

訪ねてきた。その内の－人アイダさんはやは

り本学の特別コース修了生である。彼らもダ

ブルディグリープログラムの相手大学を探し

ていた。我々としてもいきなりダブルディグ

リープログラムの学生を受け入れるのは難しく、

まず若手教員を本学の大学院に留学させたり

して複数の学部で交流を深め、大学間交流協

定を結ぶことから始めた方がよいと意見した。

今回のインドネシア訪問を通して、本学の

特別プログラムの修了生がそれぞれの大学な

どで活躍していることが強く印象に残った。

彼らがカウンターパートとなり、我々との共

同研究や大学院教育の共同実施プログラムを

行う時代になってきたことは喜ばしいことで

ある。また我々もインドネシアの大学の期待

に応えたいという思いを強くした。

今回のインドネシア訪問は、グローバル

ＣＯＥ申請に向けての本学からの中期目標計画

実現経費の支援を得たものであり、本学がア

ジア太平洋域の国|際教育。研究拠点になるた

めのネットワーク形成にいくらかでも貢献で

きたならば幸いである。

伯■期

心
血

」･鋤Ｉ

覇 睦
黛

」」

土屋教授の講義を聴く学生、教職員

セミナーでの講演終了後の昼食会

ともに本学特別コースの修了生であるイィクさん夫妻と

■

共同教育の実施に向けて双方で努力しようという合意
書にサインする両学部長(１２月１１日）

会議後に、琉球大学特別コース修了生達とボロブドゥ
ール遺跡を見学(１２月１１日）
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200ｓ年下半期開催セミナーとシンポジウム

【セミナー】

1）第36回琉球大学COEセミナー

平成20年６月１３日１５:00-16:１０理系複合棟202講義室

発表者：Ｄｒ､AndrewHBaird(PrincipalResearchFellow,ARCCentreofExcellenceforCoral

ReefStudiesJamesCookUniversity）

演題：Environmentalcontrolsandevolutionaryconstraintsoncoralsylnbiosis:ｃａｎｃｏｒａｌｓ

ｃｏｐｅｗｉｔｈｔｈｅｓｔｒｅｓｓｏｆｍｏdernlife？

2）第37回琉球大学COEセミナー

平成20年６月２１日９:00-12:００理系複合棟202講義室

発表者：Ｄｒ・RobertHRichmond(ResearchProfessor,KewaloMarineLaboratory,University

ofHawaiiatManoa）

演題：LWatershedsandcoralreefs:conservationscience,policyandimplementation

２.Reproductionandrecruitmentincorals:criticalｌｉｎｋｓｉｎｔｈｅｐｅｒｓｉｓｔｅｎｃｅｏｆｒｅｅｆｓ

３.Valuationofcoralsandcoralreefs

３）第38回琉球大学COEセミナー

平成20年６月２４曰９:00-12:００理系複合棟609講義室

発表者：DrZvyDubinsky(ProfessorofAquaticPhotobiologyandCoralEcophysiology，

FacultyofLifeSciencesBarIlanUniversity,Israel）

演題：Theunderwaterlightfieldandaquaticphotosynthesis

発表者：DrProsperMfilinge(Lecturer,FacultyofAquaticSciencesandTechnology，

DepartmentofAquaticEnvironmentandConservation,UniversityofDaresSalaam，

Tanzania）

4）第39回琉球大学COEセミナー

平成20年６月２６曰９:00-12:００理系複合棟609講義室

発表者：ＤｒＺｖｙDubinsky(ProfessorofAquaticPhotobiologyandCoralEcophysiology，

FacultyofLifeSciencesBarllanUniversity,Israel）

演題：Nutrientandenergyfluxesincoralｓ

発表者：DrProsperMfilinge(Lecturer,FacultyofAquaticSciencesandTechnology，

ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＡｑｕａｔｉｃＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔandConservation,UniversityofDaresSalaam，

Tanzania）

演題：Ｔｈｅlinks/interactionsbetweenterrestrialandthecriticalmarinehabitats

（mangrove,seagrassesandcoralreefs）

5）第40回琉球大学COEセミナー

平成20年８月７日２０:00-21:００熱帯生物圏研究センター瀬底実験所講義室

発表者：Ｄｒ・MattM・Vijayan(ProfessorDepartmentofBiology,UniversityofWaterloo）
演題：Stressaxisinfish
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６）第41回琉球大学COEセミナー

平成20年１０月９曰1400-15:００理系複合棟609講義室

発表者：Ｄｒ・StephanShuichiHaupt(ResearchCenterforAdvancedScienceandTechnology，

TheUniversityofTokyo）

漬題：Sensoryecologyandtheneuralcontrolofbehaviourinarthopods

7）第42回琉球大学COEセミナー

平成20年１０月２４曰１６:00-18:００理系複合棟102講義室

発表者：Ｄｒ・RafaelFranciscoBorrotoPaez(InstitutodeEcologiaySistematica,Cuba）

漬題：Conservationandmongoosecontrol(anderadication)intheWestlndies：

Ａｎｏｖｅｒｖｉｅｗ

8）第43回琉球大学COEセミナー

平成20年１１月２６日１０:00-12:００熱帯生物圏研究センター瀬底実験所講義室

発表者：Ｄｒ・OrphalColleye(Universit6deLi6geBelgique）

演題：Soundcommunicationindifferentspeciesofclownfishes（Amphiprioninae，

Pomacentridae):anatomy,functionandrole

9）第44回琉球大学COEセミナー

平成20年１２月３曰１０:00-12:００熱帯生物圏研究センター瀬底実験所講義室

発表者：ＤｒＴｒａｃｙＭ､Clement(SchoolofMolecularBiosciences,WashingtonStateUniversity）

演題：Transcriptionalregulationofmammaliansexdetermination

１０）第45回琉球大学COEセミナー

平成20年１２月１６日１４:40-16:１０理学部棟528講義室

発表者：Ｄｒ・AllenA11ison(ViceDirector,BishopMuseumHawaii）

演題：NewGuinea:amegadiversehotspot

【シンポジウム】

1）琉球大学２１世紀COEプログラム主催国際ワークショップ

生物多様性と侵略的外来種：世界各地の事例からの教訓

曰時：2008年１１月１曰１０:00-18:００

場所：琉球大学法文学部講義棟大講義室

2）琉球大学２１世紀COEプログラム主催国際シンポジウム

沖縄の生物の未来～生物多様性の島から環境を考える～

曰時：平成20年１１月３曰１３:00-17:１０

場所：沖縄コンベンションセンター／会議棟Ａ
｡

【研究集会】

琉球大学２１世紀COEプログラム共催研究集会

「鰊皮動物学の最前線」
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日時：2008年１２月１３日1380-18:００

場所：琉球大学理系複合棟202号室（口頭発表），209号室（ポスター発表）

【受賞リスト】

l）大森保氏（理学部海洋自然科学科教授，COE事業推進担当者）

九州分析化学学会賞受賞論文名「サンゴ礁島''典系における炭酸塩物質の環境化学的研究」日本分析

化学会九州支部（2008年１１月２８日）

2）MdAshrafulAlam氏（日本学術振興会外国人特別研究員）

琉球大学学長賞琉球大学（2008年９月１１日）

3）Ｍｄ､AzizurRalⅡnan氏（日本学術振興会外国人特別研究員）

ThebestpaperYoungScientistsAward,受賞論文名“Dentificationandfunctionofnew

proteinsincalcifiedendoskeleton:anewinsightintheclassificationmechanismofsoft

corals”ocean’08-ＭＴＳ/IEEEInternationalConference,Canada（2008年９月１５日）

４） Ｍｄ,AzizurRahman氏（日本学術振興会外国人特別研究員）

ThirdPlaceAwardforPosterPresentation，“Identificationandfunctionofnewproteins

calcifiedendoskeleton:anewinsightintheclassificationmechanismofsoftcorals”

oceanﾕ08-ＭＴＳ/IEEEInternationalConference,Canada(2008年９月１７日）

1，

Photo-gallery＃１

お楽しみ袋のようなヤマネコの糞

イリオモテヤマネコ

P7io7zuilu7usbe〃ｇｕＩｅⅢsis
i7iomote刀sis

（食肉目ネコ科）
西表島にのみ生息するイリオモテヤ

マネコは、ネコ科には珍しく、幅広い

餌メニューを持つ。糞には様々な動物
の破片（毛・骨・羽根・鱗など）が詰
まっている。その破片と標本を比べる

と、１つの糞から何種類もの動物がで

てくる。この作業はヤマネコが食べた

動物の正体を暴き、ヤマネコの食生活
を垣間見る瞬間となる。

写真は１つの糞から出てきた動物の
破片。左から昆虫の足、リュウキュウ

アカショウビンの羽根、キシノウエト
カゲの鱗・足・椎骨など、右下はカエ
ル類の骨。

田中幸子(理工学研究科）

■

liiilijIllllilIlliillllliilihlll
柵

蕊
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編集卿発行COE広報委員会

〒903-0213

沖縄県中頭郡西原町字千原1番地琉球大学理学部理系複合棟６１５号室
２１世紀COEプログラム事務局ＴＥＬ：O98-895-8384FAX：O98-895-8386
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